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　会員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

　アジア多国籍医師団構想のパイロットプロジェクトとしてバングラデシュ
のミャンマー難民緊急救援医療をこの４月より開始しています。この経過に
つきましては「中間報告」として別紙を設けていますので御参照ください。
この動きは全国的に大きな反響と共感をよび寄付や連携の問い合わせが続い
ています。本当に有り難いことと感謝しています。

　先日、ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクトに参加している早川先
生よりファックス報告がありました。それによりますとこの２－３月頃から

ブータン内部の政情不安によりネパール語系住民の難民化が始まっており、
その数は約５万人に達するということです。この難民に対してネパール支部
がこのたびの郵政省国際ボランティア貯金助成の四輪駆動車を使って救援医
療キャンプを自主計画しています。この計画の支援および具体化のために６
月には山木秀樹先生が７月には岩永資隆氏が現地入りをします。詳しいこと
は次号にて報告いたします。

　カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクトにつきましては国井修
先生及び桑山紀彦先生が予備調査のため現地入りしています。国井先生の報
告は別紙を参照下さい。また、ロンドン大学熱帯医学校留学中の高橋央先生
と同期生３名が専門性を生かした形で卒業直後の９月より１年間の参加が確

定しました。このプロジェクトは国連難民高等弁務官（ＵＮＨＣＲ）との連携の
可能性がでてきています。詳しくは次号にて報告いたします。

　国際緊急救援ＮＧＯ合同委員会（JJN）のエチオピアーティグレイ救援プロジ
ェクトに林秀雄先生が６月より３が月間アジア医師連絡協議会より派遣され
ることになりました。林先生は岡山大学とスーダンのハムツール大学医学部
間の医療協力のために２年間活躍されていました。

　このたび１９９３年林原フォーラムの開催が決定く別紙参照）しました。
テーマは「文化を尊重した国際医療協力－アジア多国籍医師団の展開」です。
ミャンマー難民医療／カンボジア難民医療／ブータン難民医療を１９９２年

の三大パイロット･プロジェクトとして位置づけてその成果を林原フォーラム
に待っていきたく思っています。

　会員の皆様の積極的な参加を期待しています。連絡は本部事務局へ。
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ほ絹梁斤謬詞

(日曜日)１９９２年（平成４年）５月３日
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上
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。
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ザ
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入
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。
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状
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葉
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入
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。
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　　バングラデシュに国際救援医師団を派遣し
　　たアジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）代表

ニーズに合った医療を
　
岡
山
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学
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。
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。
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。
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Ａ
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迎
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。
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。
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。
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す
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。
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、
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後
、
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流
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。
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ー
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療
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」
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